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【台湾での新型コロナウィルス感染・対応状況】 

台湾では、感染者数が一時は 9 万人ほどにまで増加しまし

たが、6 月をピークに徐々に減少をはじめ、8 月 1 日時点での

一日の感染者数は 2 万人前後となっています。現時点で台湾

政府は現状の対策を継続するとの見解を取っています。 

 

【台北駐日經濟文化代表處でのビザ申請予約について】 

8 月より代表処でのビザ申請の予約について、月～木曜日

の間のみ、先着 60 組のみという限定付きで予約が不要となり

ました。 

 

【台湾渡航時の陰性証明について】 

7 月 14 日より台湾人または有効な居留証を所持している

外国人に限り、台湾に入国する際に求められていた PCR 検査

の陰性証明が不要となりました。有効な居留証を持たず、出張

等を目的として停留ビザを取得し渡航する場合は、引き続き

「搭乗日含まず 2 日以內」に検査した陰性証明が必要となります。 

 

【台湾出張中に新型コロナに感染した場合について（先月から更新）】 

先月号同様、日本から台湾に来る出張者が増えている中、台湾滞在中に新型コロナウィルスに感染し、隔

離を余儀なくされ、停留ビザの期限内に日本に帰国できないケースが一部で見られます。その場合、以下の 2

通りの対応方法があります。 

⚫ 移民署にてビザ延長対応依頼 

移民署の見解では、PCR 検査の陽性反応が出た場合、隔離期間７日＋自主健康管理期間７日＋

予備期間５日の合計 19 日間はやむを得ない事情として、ビザ期間を超えていても、台湾滞在が認めら

れるとの見解を出しています。そのため、停留ビザの期間内に出国できない可能性がある場合は、移民署に

て事情説明を行い、パスポートに期限延長を示す日付押印対応を行ってもらう方法があります。 

しかし、陽性反応が出続けてしまい、この 19 日間の期間内での出国ですらできないケースが見られます。そ

の場合も同様に移民署に個別に事情を説明し、さらなる期間の延長を交渉する必要がありますが、担当

者により見解が分かれる可能性があるため、確実ではありません。 

⚫ 日本台湾交流協会にて領事レター発行 

日本台湾交流協会にて、陽性でありながらも無症状、またはすでに症状が回復しており、他者に感染させ

るリスクが低いことを条件として、領事レターを発行してもらうことで、陽性であっても飛行機への搭乗が認め

・感染者・死亡者速報通知(2022 年 8 月 1 日付) 
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られる可能性があります。 

＜申請に必要な書類＞ 

・PCR 検査の陽性証明書 

・医療機関による回復証明書（診断書）英文 

 「無症状で、他者に感染させるリスクが低く、渡航は問題ない」、「既に新型コロナから回復した」といった内

容が記載されている必要あり。 

・パスポートコピー 

・搭乗予定のフライト情報（日時、発着空港、航空会社、便名） 

領事レターの発行には日数が必要なため、搭乗日数まで余裕を見ておく必要があります。また、入手できた

としても必ずしも飛行機への搭乗が認められるわけではなく、各航空会社の判断に委ねられているため、搭

乗予定の航空会社に事前に確認を行っておく必要があります。 

 

上記のような方法はあるものの、日本政府が日本入国の条件に PCR 検査の陰性証明書を指定している現

状においては、予定していたスケジュールで帰れないリスクや、想定していない滞在費用、航空券の取り直しなど

追加費用が発生するリスクがあります。さらには停留ビザの期限ぎりぎりまでの台湾滞在はなるべく避けた方がよい

と言えるでしょう。 

 

【ノービザ滞在の再延長措置について】 

2022 年 7 月 7 日に内政部移民署は 2020 年 3 月 21 日以前に台湾に合法的に入境し、滞在期間が

180 日を超える場合は、30 日間の滞在期間延長（25 回目）を発表しました。延長には特段の手続きは不

要であり、自動で延長されます。これにより既に台湾にいながら本来の滞在期間が過ぎてしまっていた外国人は、

引き続き台湾滞在が可能です。ノービザ延長措置で滞在している日本人は自身がいつまで滞在可能か再度確

認することをお勧めします。 
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